
























能登地方の家屋の特徴について述べる。また 1975 年以降の変化については、主に A さ
















































































































A さん（五郎左エ門分、女性、40 歳代） 
A さんは夫、義父、義母との 4 人家族である。3 人の子どもはいずれも就職、大学進

































 家の中での家族の居場所は、主に自室である。部屋数の多い A さん宅では基本的に
一人一部屋が割り当てられており、1 階のナンドに義母、2 階に夫婦の部屋がある。な

















B さん（神和住、男性、60 歳代） 




 現在は 4 人家族だが、多い時には父母と娘、息子の 6 人家族であった。 
















C さん（寺分、男性、90 歳代） 
 単身世帯であるの C さんの家は、1951 年 C さんが 25 歳の時に建てられた。当初か
ら電気はついており、近所でも比較的大きな家である（図 2）。 























 現在 C さん宅の広い台所には、コンロと水道がそれぞれ 2 セットずつ設置されてい
る。コンロはガス式のものと IH 式のものがあり、IH 式は業者に薦められ取り付けた
が、現在はほとんど利用していない。 
 


























写真 1 C さん宅の雪囲い 2016 年 11 月 17 日 筆者撮影 
 
 
写真 2 C さん宅のガラス戸で仕切られた居間 2016 年 11 月 17 日 筆者撮影 
 
4. 考察 
調査した住居や事例として挙げた上町地区の人々の住生活における共通点として、以
下の事が挙げられる。 
・ 基本的な間取りは伝統的なものに依拠している。 
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・ 居間は家のほぼ中央部にあり暗くなりがちだが、日光を取り入れるためガラス戸で
仕切るという工夫がみられる。 
・ 部屋数（物を収納するスペース）が豊富なため、居間は物が少ない。 
・ 子供が同居していた時代に使われていた部屋は、子供の別居と共に大半が用途のな
い部屋となっている。 
・ 高齢の家族に配慮し、手すりの設置やトイレの移築、増築がみられる。 
・ 家の柱には各家が所有している山の木を利用している。 
本節ではこうした特徴をもとに、子供、高齢者、家への愛着の 3 つの観点から上町地区
の住生活の変遷について考察する。 
 
4.1 子供の役割 
 まず、C さんのお話では、住生活が便利になるにつれて、家における子供の役割が失
われていったことが分かる。調査した 3 軒では、増改築による快適さや従来の生活との
違いを最も実感したのは風呂のリフォームであるという。かつては風呂やイロリに利用
する薪を山から切って運び、薪割りをし、風呂で火を焚くという大変手間のかかる作業
が日常的に行われていた。これらの作業は子どもを含む家族全員で行っており、子ども
は今とは異なり家の仕事の一部を担う存在であった。生活環境が整い、機械化や電気化
が進むと従来の作業に充てる時間は大きく減少した。C さんの息子が子供の頃には既に
そうした子どもの仕事は少なくなっていた。 
 また、生活改善運動の時代には徐々に子共用に部屋があてがわれるようになり、子供
が土間の一角で勉強するという光景は見られなくなった。A さん宅の増改築が近所の家
の中でも早い方であったのは、子供のことを考えてであるといい、そうでなければ進ん
で増改築には踏み切らなかったという。 
 以上から、時代とともに住生活が便利で快適なものになるのに伴い、かつて家の仕事
を担う存在であった子供は、次第に住居を増改築する中心的な要因へと変化したことが
分かる。 
  
4.2 高齢者 
 他の多くの地域同様、上町地区でも高齢化が進行し、世帯数も減少している。調査し
た家のほとんどには 60 歳以上の方がいる、または以前高齢の家族がいた。そのため、
家の内部では手すりの増設、トイレの移築、増築がみられた。また、手間のかかる薪を
使ういろりや薪の風呂、ストーブからガスへの移行、近年ではオール電化にする家も見
られる。いろりを廃止したことや維持管理面の問題によって、家の外観も茅葺き屋根か
ら瓦に変わった。子供と同様に、高齢者の存在も住居を変化させていく重要な要因であ
る。今後はこうした高齢者の住まい方に合わせた伝統的な間取りの改変はより一般化、
定着していくと考えられる。 
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 また、世帯数の減少に伴い高齢のみの夫婦世帯、単身世帯も増加している。別居して
いる家族と会う頻度は各家庭により異なるが、基本的に単身で生活している高齢者の場
合、伝統的な広い家屋の維持、管理が負担になっている場合が多い。冬場積雪量の多い
上町地区では雪かきや屋根の雪落としに労力が必要とされる。昔は近所づきあいで屋根
の雪を落とす手伝いに行くことも多かったが、現在そうしたことは少なく、手助けが必
要な場合、シルバー人材センターに頼ることもあるという。現在高齢者が単身で居住し
ており、家族が遠方に住んでいるというケースもよく見られるが、そうした家が今後 20
～30 年先どうなるかは課題である。全国的な空き家問題についてはここでは言及しな
いが、持続的な住居利用、また地域社会の共助のあり方について検討していく必要があ
る。 
 
4.3 家への愛着 
 上町地区では昔から家を建てる際、家・蔵・作業場の「三つのタチモン」を構えてこ
そ一人前であるという認識があった。しかし、現在農作業をする家は減少し、作業場は
以前ほど使われなくなった。冠婚葬祭を家で行わないことが増え、行事用の食器類をし
まう蔵も一年を通じてほとんど出入りされない。また、家族数の減少によって部屋の多
くは用途を失い、使われていない。C さんは「広い家の維持管理は大変だが、いまある
建物はお金をかけて取り壊すことはしない」と述べていた。現在地域の若い世代には「三
つのタチモン」が不可欠であるという認識はあまりなく、現状として大きな家屋の管理
は大変である。昨今は持たない暮らし、断捨離といったミニマルな暮らしも注目されて
おり、今後新しく家を構える際には、蔵や作業場の削られた、あるいは部屋の数を減ら
した家が生まれるかもしれない。長い目で見ると減築という可能性もあり、従来の増改
築中心のリフォームとは逆の方向へと転換する時代を迎えていることが分かる。 
 調査した家で印象的だったのは、どの家庭でも家の柱に自分の家の山の木を利用して
いることであった。また、平成元（1989）年に新築をした B さん宅でも地元の大工に
依頼して建てた住居の基本的な間取りは従来のものと同じであり、いつかイロリをつけ
たいと話していた。上町地区の家は部屋の数が多く、ものを収納するスペースも豊富で
あるため、居間には最低限のものしか置かず、整然と片付いていた。長い年月を経ても
手入れの行き届いた屋内からは、家に対する愛着が窺えた。 
 少子高齢化や過疎化もあり、今後伝統的な間取りや「三つのタチモン」を維持してい
くのは難しくなっていくかもしれない。戦後以降の、付け足して快適にしていく増築か
ら、部屋や建物自体も必要なものを残していくという考えに沿った住居が増えていくだ
ろう。しかし、本調査で見られた家への愛着の考えが「必要なもの」として受け継がれ
ていけば、時代に合った住生活のなかにも地域の固有性が残っていくのではないだろう
か。 
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5. おわりに 
 本調査では上町地区の多くのお宅を拝見し、住生活全般に対し多くのお話を伺った。
非常にプライベートな内容であるにもかかわらず、地区の方々には親切に取材に応じて
いただき、また温かくもてなしていただいた。どのお宅でも応接間としての役割を持つ
居間に置かれていたのはテーブルと最小限の家具のみであった。これは家が広く物を収
納する部屋が多いためでもあるが、普段生活用品一式をひとつの部屋に置いているアパ
ート暮らしの自分にとってはとても新鮮な光景であった。すべての生活行為がワンルー
ムで完結するアパート暮らしとは異なり、ひとつの空間に「人をもてなす」といった用
途があることに魅力を感じた。また、そうした伝統的な空間が受け継がれていることに
家や地域性、伝統に対する愛着がみられた。これらが住生活のなかに根付いていること
が、外部からみてもその地域の暮らしを魅力的に思わせる大きな要因であると感じた。 
 最後に、上町地区の皆様をはじめとして本稿執筆に協力してくださった方々に感謝申
し上げます。 
 
 
  
